
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年度、1 年間の準備期間を経て、翌 18 年 6 月「男女共同参画推進市民会

議」の設立総会を開催、それから早 1年を迎えようとしています。 

 女
ひと

と男
ひと

 みんなでつくろう！ ずうっと住みたい南魚沼市をテーマに掲げ、市民

会議の趣旨にご理解、ご賛同を頂き、会員 79名、9 団体で無事発足することができ

ました。 

 総会以降、4 部会が部長を中心に事業計画を着実に実施、研修も重ね市民の皆さ

んに啓発活動が少しずつ広がり、市で策定された「基本計画（南魚沼市男女共同参

画プラン）」作りにも市民会議の声が少なからず反映されたものだと思っています。 

 「ダンジョキョウドウサンカク？」「それって何？」と聞かれます。生活に密着

した身近な問題にもかかわらず、ごく一部の問題とか、何か難しいと敬遠されたり、

特別の人が活動していると勘違いされているのが現状です。これからの社会の進む

べき方向は、男
ひと

と女
ひと

の特性を最大に生かしながら、日々の生活の中に、ごく自然に

「男女共同参画に敏感な視点」を身につけていくことが大切だと考えています。市

では「基本計画」ができました。私達も行政と一体となって推進してまいります。 

平成 19年 4月 

 南魚沼市男女共同参画推進市民会議 会長 森 山  幸 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18年 6月 3日 設立総会  市民会館於 

平成 19 年 4月 15 日 

創 刊 号 

南 魚 沼 市 男 女 共 同 参 画 推 進 市 民 会 議 

女
ひと

と男
ひと

 みんなでつくろう！ 

ずうっと住みたい南魚沼市 

Ｑ：男女共同参画社会とは？ 

Ａ：女性も男性もすべての個
人が、互いにその人権を尊
重し、喜びも責任も分かち
合いつつ、性別にかかわり
なく、その個性と能力を十
分に発揮できる社会です。 



 

 

真の平等に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

部長 鈴木 利子 

地域部会の活動の中心は、朗読劇

「ものがたり 桃子」の公演でした。 

南魚沼市 11 地区の、サロンに出向い

て行き、「男女共同参画とは？」と投

げかけたつもりです。 

 

 参会のみなさんは、真剣な眼差しでし

っかりと内容を受け止め、家庭や地域の

実態を考えておられました。 

 そして、それぞれのことばで思いや願

いを語り合いました。この事業から、男

女や社会の関係が、ゆっくりではある

が、真の平等に向けてすすんでいること

が実感できました。         

 

地域づくり部会 

子育て教育部会 

 

 

 

 フリートークは、参加人数が 15人と

少なかったので、今後の課題として告

知、勧誘の方法をもっと考えようと思

いました。しかし、とても話しやすい

雰囲気で、様々な意見が出ておもしろ

い内容となりました。本年度は部会を

開くたびに楽しい企画が出てきたの

で、新年度は企画の実現に向けて活動

していきたいと思います。 

新年度の計画は、南魚沼市のプラン

を皆さんにわかり易くお伝えするには

どんな方法があるか考えてみたいと思

います。今まで事務局にお任せだった

市報の記事も部員で案を出し合いなが

ら協力していきたいと思います。 

楽しい子育てとは 

部長 鈴木 智子 

平成 18 年度子育て教育部の活動は次

のとおりです。 

・8月 2 日「エイズのビデオを見る会」 

（さくり温泉） 

・11月 19日フリートーク広場「聞かせ

てあなたの意見言わせて私の思い」（サ

ンライズ南魚沼）、以上 2件です。 

ビデオの内容はエイズ感染者による

講演会でした。子育てとは命を大切に思

うことと部員一同改めて感じました。 

 

朗読劇の一場面 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

Ｑ：朗読劇「ものがたり 桃子」とは？ 

Ａ：昔ばなし「桃太郎」を男女共同参画の
視点で描いた「モモタロー・ノー・リタ
ーン(奥山和弘氏原作)」を、原作者の了
解を得て地域づくり部会版に手直ししま
した。 
性別役割分担にとらわれない生き方につ
いてのお話です。 

＊ 出前講座のご希望は事務局へ。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

男女が共に活動する環境づくりを通して活力ある

地域づくりをめざします 

男女が共にかかわる子育て、教育の環境づくりを

めざします 



 

 
知って役立つ介護の知識 

 部長 池田 節子 

介護の基礎知識について、市の地域支援係長、

長谷川保健師長を始め、大和地域包括支援セン

ターの関保健師、田村保健師、林保健師の皆様

より「もしも、家族の誰かや、あなた自身が倒

れ介護が必要になったら……そんな時のため

に」３回シリーズ、56人の参加でした。                  

 参加者より、「とっても良い内容で勉強になっ

た」「講師が市の職員で身近に感じよかった」「来

年度も是非このような研修を望む」との声が多 

くありました。 

                                      

       

      

 

 

 

 

 

 

             

 

 

部長 田中 せつ子 

部員の人数は他の部会に比べて少人

数ですが、個性豊かなメンバーと、市の

職員で組織する庁内会議の皆さんと連

携し、知識と経験を生かし、初年度なが

ら企業の皆様方のご協力で、男女共働の

現状と今後の考え方等をアンケートし

懇談会も実施出来、大変良いスタートと

なりました。 

19 年度は、広く市民の声を反映する

為に、もっと大勢の方々に入部して頂

き、部会の目標である働き甲斐のある職

場作りを目指して、皆さんと一緒に努力

したいと思います。 

 

介護の知識講習 

 

健 康 福 祉 部 会 

職 場 労 働 部 会 

介護の実技実習 

働き甲斐のある職場をめざして 

男女共同参画・子育て支援に関する懇談会 

ハッピー・パートナー企業に登録を！ 

新潟県では、職場における男女共同参画
の推進に積極的に取り組む企業・法人・
団体の登録、応援をしています。 
◆詳細は新潟県男女平等社会推進課へ 

TEL 025-280-5141 

男女が共に自立し、健康福祉・介護等の面で共同

して生活できる社会をめざします 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

平成 19 年度事業計画 

 「男・女で学ぶ健康講座」 

３回シリーズ 

 （㋆下旬・㋇上旬・㋈上旬） 

 ＊昨年のアンケート希望より 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

男女が共に尊重され、多様な働き方が選択できる

環境づくりをめざします 



 お互いを「おもいやる心」が男女

共同参画と思います。家庭が「いこ

い」の場所ならば、老人も若手も子

供も、男も女もやすらぎを感ずる家

庭が大切。その他の行動はそれを作

り出す手段と思う。幸せに生きるに

は男女共同参画。 

 

企画運営委員  志太 喜恵子 

■事業 
6月 3日 設立総会  58名参加 

6月 3日 設立記念講演会 市共催 81名参加 

7月 31日 
出前講座「女と男 みんなでつくろう！ずーっと住みたい南魚沼市」（説明・寸劇）  
会場：公民館塩沢地区館 

企画運営委員会
市共催 

29名参加 

8月 2日 エイズのビデオを見る学習会 子育て教育部会 7名参加 

9月～11月 朗読劇出前講座「ものがたり桃子」 延 11回 地域づくり部会 
延 324名 
参加 

1月～12月 知って役立つ介護の知識 3回ｼﾘｰｽﾞ 健康福祉部会 
延 56名 
参加 

11月 19日 ﾌﾘｰﾄｰｸ広場「聞かせてあなたの意見、言わせて私の思い」 
子育て教育部会 
市共催 

15名参加 

11月 26日 男女共同参画セミナー「地域の中での男女共同参画とは」 
企画運営委員会 
市共催 

43名参加 

12月 5日 
男女共同参画・子育て支援に関する懇談会 
（10月実施の事業所アンケート結果報告） 

職場労働部会 
市共催 

44名参加 
(24社) 

■研修 
9～12月 県女性財団主催「Let’s☆参画スキルアップセミナーin上越」(全 5回) 上越市 2名 
10月 1日 柏崎フォーラム参加（山田正人講演会等） 柏崎市 16名 
10月 30､31日 国主催「男女共同参画ヤングリーダー会議」 東京都 1名 
11月 10日 全国男女共同参画宣言年サミット inじょうえつ参加 上越市 16名 
11月 29日 県主催男女共同参画フォーラム参加 長岡市 3名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員として、また役員として活動

や研修会等に参加する機会をいた

だきましたので、それなりに「男女

共同参画」の意義等は理解すること

が出来つつあるような気がします

が、会員以外の一般の皆さんの意識

は、まだ低調のようです。 

引き続き、市報等あらゆる手段を

通じて啓発広報に努める必要を感

じました。 

 

企画運営委員  森 和夫 

～～～～～～～～～～ 誌名の「ハーモニー」について ～～～～～～～～～～ 
ハーモニーは、調和・一致・和合等を意味します。 
男女が人間としての生き方において、また、社会のあらゆる分野における活動に
おいて、対等の立場に立って調和していこうという意味が込められています。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～ ハーモニー 創刊号 H19.4.15発行  編集：南魚沼市男女共同参画推進市民会議 

（事務局：南魚沼市総務部企画政策課 電話 773－6672） 

あなたも「参画」しませんか？会員随時募集中！お問い合わせは事務局まで。 

会 員 の 声 か ら 

平成18年度活動実績 


